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In recentγ：：：ar見 manγhistochemicalstudies have come to be made on various 

organs.λ日 forthe functions of the mammary gland, the studies have been chiefly 

on the gland at one of the various stages separately. The author of this report 

performed the prcsrnt experiment on mice of the cld and the NA" strain, in order 

to investigate the ！〕；二haviorsof p:il.rnaccharide, lipoid, alkaline phosphatase and 

especiallyァ nucleicacids, in the mammar:-・ gland throughout yarying stages・・・ at a 

normal or active stage, or with mastopath:-・-like or cancerous changes in it. 

METHOD 

Thorough inbred mice of the dd and the KA: strain, fed on solid diets, were 

used. For g引1eralhistological in vcλiigation, sections of various tissues were stained 

with hematoxγlin eJsin. For nucleic acids, sections were stained by Pyronin-Mcthyl-

green and polysacchariclc bγP" ¥S, in both cases after fixation in CARNOY’s solution. 

Fat stains were p2rformed with Suclan III on 10% formalin-fixed sections. For alkali-
phosphatase GoMORI’s stain was used after fixation in chilled acetone; and for the 

control, sections were also prepared without fixing in a buffered solution of citric acid 

(with 4.5 to 5.0 pH). 

（‘01¥（、Ll＇マSIO:"J

1) Nucleic acids 

In the mammar_¥' gland during pregnancy or with mastopathy-like changes in 

it, RNA incresed in parallel with the progression of the tissue. The highest elevation 

was observed in undiffe1℃nt cancer cells. On the contrary, DNA was generally 

constant, showing an increase only at the early progr℃ssive stage of the tissue. 

2) Matters positive to PAS 

PAS-positive matters increased as pregnancy or mastopathyア－likechanges were 
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advanced, but the:-' were scarcccl>' recognized in the cancer tissue of the gland. The 

gland revealed P入S-positivegranular matters of a little bigger size when mastopath;-・-

like changes wcr2 encountered than during pregnancy. The size of PAS司positive

granular matters was slightl:-・ bigger ＼＼ァhenmastopath:・-like changes ¥Ycre met than 

during pregnanc;:. In a period from the later stage of p1・cgnanc;-・ through lactation, 

or when mastopathy-likc changes were highly developed, the fluid secreted into the 

grandular cavit>・・ that is, Pc.¥S-p:)sitive matters, w:T2 obs.:rved di庁usivこlytransmitted 

into the glandular epithelia. 

3) Palysαccharide 

Polysaccharide increased in the grandular epithclia as pregnancy or mastopath:・-

like changes were advanced, whereas little or none of it could be foun〔lin cancer cells. 

4) Alkali・Phosphatase

Alkaline phosphatase activit.¥・ was found slightlγelevated in the nuclei of the 

epithelial cells in proportion to the progression of the tissue, while no elevation of 

the activit>・ w出 observed in the plasmas of the same cells. In the J円以Tdcdmatters 

a slightly remarkable increase in the activity was seen. 

5) Histochemical findings of the mammary gland during prcgnanc:・ were such 

the same as those of the gland with mastopathy-like changes in it. 

6) It is known that mastopathyーlil、cchanges can be produced川（1) I℃pea ting 
5 times the process of separating the mother from the newborn 5 days after deli¥・ery, 

or (2) imbeclcling 1.25 mg or estradiol pellet. Histochemical anal：吋日 1・2vcaledno 

di百erenceb2twe211 the mammary glands with the ma:-;topathy-likc changes produced 

b:・ the two methods. 

7) ~o di庁ercncein hitochemical findings was observed bcb＇℃en the mice of 

the dd and the N人， strain.

緒 Eヨ

近来各組織機能検索にあたりp これを1)1.に組織学的

見地のみからでなく，所謂化学的考察を併せ倹討する

研究の隆盛を来たした．乳腺機能に関しては 1947年

Dempsy，，）＞白鼠その他についてPAlkali-phosphat乱se

の活性皮の変動に関して報告して以来Huseby,Je庁－

er, Silver，その他に種々の研究がみられる様になった．

わが国においても乳腺機能の組織化学的立立びに内分泌

学的考察を併せて行った研究は徳山，和田，清水，西村

等により 1950年初期に行われている．他方2 乳腺組織

の微細構造については ℃， 西垣， ！日本3等の報告があ

る．これ害容は多くは実験動物の正常乳腺組織又は活動

期乳腺あるいは乳癌等夫々乳腺の或る組織的な一段階

における所見のみであるが， 1956年阪大谷口が婦人乳

腺組織について前癌性変化の組織化学研究の報告を行

った．これは前癌性変化を伴なう乳腺の組織化学的変

化を主に癌性変化を伴う組織との険討をミ トコンドリ

アを中心に核酸，多精類y脂質，その他について検索し

たものである．以上は何れも比較的個々の組織学的段

階における検索が多し更に系統的連続的な観察を必

要と忠われるのでP店、l主マ咋ス乳腺について正常乳腺，

活動！切仮pマストパチ一様変化を伴なう乳腺，更に癌性

変化を伴なう乳腺組織の組織化学的検索を行なった．

I 実験方法

A 実議動物

実験に用いたマウスは凡てdd系及び.：＼A了系純系マ

ウスで図形飼料によって飼育．

a) 正常手L~泉・生後 l 岩月以後の未経産マウス．

b）活重fl期及び退縮期乳腺：妊娠期におけるマウス

及び授乳中マウス並びにそれに附随する授乳後退縮期

におけるマウス．

Cl マストパチ一様変化を伴なう乳腺：マストパチ
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ー様変化の作成方法として先に教室の越の採用した2

方法を用いた.IWち1）分娩後5日授乳して分離p これ

を約5固反復したもの及び2）生後約30日位のマウスの

鼠際部に Estradiolpellet l.25mgを埋没し50日経過し

た後更に埋没する方法を3回行なったマウスの乳腺．

di癌性変化を伴なう享L腺：これは前述のマス トパ

チ一様変化を伴ない後に癌性に変化したものは勿論で

あるがpその他の大部分は自然発生癌性乳腺でp平均生

後約1年以上を経過し分娩約3～6回を持たマウ ス．

B 染色方法

I) 各組織像検索の為H・E染色を作成．

2）核酸染色は Carnoy氏液回定後 Pyronin-

Methylgreen染色．

3) 多糖類染色は Carnoy氏液固定後Mac-Manus

氏法による PAS染色を行い Hamatoxylinによる核

染色を施行した．

4）脂肪染色はJO'?.;Formalin液固定後凍結切片に

よる SudanE染色1.t.

5) Alkali-phosphatase染色は冷Aceton液固定

後Gomori氏染色；］；.

E 検索成績

組鯵化学的に検索した(jf寝殿，②多糖類，③脂質・11

Alkali-phosphatase （以下 al-phとする〉の夫々に

ついてa）正常機能を有する乳腺 b）活動期乳腺 C)7ス

トパチ一様変化を伴なう乳腺d）癌性変化を伴なう乳腺

についての所見を順を追って記述す乙．

I.核隊

a）正常事L腺 ：；生後約2～3週目頃のマウス乳腺

は，支持組織中に散在性に乳管をみるのみであるがp

生後約2ヵ月頃から，未端部が菅状の乳腺を形成する

様になるが，腺股の拡大は多くの場合認められず，更

に分娩等の性週期を経過するに従ってその組織が徐々

に増殖の度を増すことは，教室の越によって記載され

ている（図 1). この様な正常乳腺においてF 乳管上

皮細胞又は乳腺上皮細胞内にlt Pyronin好性物質は

殆んど見当らぬか，極く微かに出現するのみで あ

る．一方 Methylgreen好性物質も上皮細胞内に見

当らず，その核に中等度の好性を示すのみである（図

2 ). 

bJ 活動期字L腺：妊娠・早期における乳l腺は先ず急

速に乳管の発育が見られ，諸所に芽状の分l岐を出すが

妊娠末期に入ると急激に腺小業完成を沼灼p 更に礼汁

分泌が認められる僚になりp 小業内の小乳管は腺胞機

となりその大きさが略々均等であるが（図3），分娩後

授乳過程を経るに従い小業内乳管の管腔の大きさは次

第に不平等なものとなり3 授乳後期には乳腺の大きさ

も不揃いとなり（図4j，授乳を中止すれば乳腺小業が

次第に減少し結締織と 人h代り約l古月位で退縮を完

了する（図5), 

この様な活動期乳践において，その変化は特にPyro-

ninについて著しくMethylgreenにおいては殆んど

その変動を認めることが出来なかった．即ち妊娠早期

においてはその腺監内に中等度の Pyronin好性を示

す分泌貯溜物がみられ， 又腺上皮細胞においては一般

にPyronin好性物質が調漫性に現われるが中等度あ

るいはそれ以下の場合が多い（図6)（図7)（図55).

排池管腔内には時に中等度の Pyronin好性の分泌物

をみることがある．併し排池管上皮細胞の Pyronin

好性度はy 腺上皮細胞に比較して梢弱いようである．

妊娠期が経過し所謂肺胞様の腺小業形成をみる妊娠末

期に至ると漸次 Pyronin釘牲度を憎しそれは授乳

期において最高の好性を示す様になる（図8人この時

期には先にみられた分泌1件溜物の Pyronin好性度の

増加よりもp 特にその腺小業上皮細胞内に著明な増加

を認h 禰漫性に腺上皮細胞原形質に存在するのみで

なく，時に頼粒状となり，高度の喜子性を示す所見が諸

所にみられる〔図9）. この場合は他の Pyronin好性

を示す腺上皮細胞群に較べて核が梢大きくEMethyl-

green喜子性も幾分弱い場合がある．叉量的に Pyronin

好性度の高い腺細胞は他の腺細胞より丈が高い様に恩

われる．頼粒状に出現する Pyronin好性物質の分布

はp 細胞底，細胞先端，細胞間等と特にその特徴を認

めることが出来ない．他方 Methylgreen好性皮は

妊娠期間において，腺細胞核に梢高度に好性を示す

う；y その妊娠期間中に好性度の著しい変動は認めるこ

とが出来なかった．

退縮期においてはp 初期に上皮細胞原形質あるいは

分泌貯溜物質にその Pyronin好性を認めることが出

来るが，何れも授乳期より好性度は低下L，退縮期の

進行につれてま子性皮は減少して行く．併し Methyl-

green好性度は妊娠期授乳期に較べて退縮期で もそ

の好性皮の変動はあま り著しくない（図10).

cl マストパチ一様変化を伴なう乳腺：マウス乳腺

のマストパチ一様変化は Husebyあるいは藤末等によ

ると，萎縮性の乳管中に結節状増殖を来たしているも

のが最も多い．組織学的に，小乳管の著明な増殖が主

体となり結締織円形細胞浸ii雪l主余り認められない． 次
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は中乳管の増殖を主体とするもので乳管上皮の増殖拡 す単純癌様変化をもっ癌細胞の Pyronin好性皮は，

張p 更には乳管の増加と周囲の結綿織猶殖等がおこっ 上記何れの癌細胞よりも強度である（図21)（図22).

ているものが比較的多いと記載されている（図11). 以上は形態的に分類した癌組織像の Pyronin好性

このマストパチ一様変化を伴なう組織像の核酸分布 度であるが各組織像において Pyronin好性を決定ず

はp 前述の活動期乳腺の Pyronin-Methylgreenの好 ける要因は次の2つである．即ち1）各癌細胞の示す分

性に略々一致して P》1ronin好性の変動を認めるがp 化度と2）一定範囲内における癌細胞数である．前者JW

Methylgreen好性度の諸変化は認められない． ち核に大小不同;0；認められる場合p あるいはその形が

Pyronin好性度の変動は要約すると，その上皮細胞の 著しく異形を示す時，更に細胞が他の癌細胞に較べて

増殖度に比例する.j[pち乳管上皮細胞及び腺上皮細胞 梢大きい時（膨化？）等の他に什iromatinに富んだ

の増殖初期には殆んどその好性物質を認めることが出 細胞においてその好性度が摘している（図23)（図24)

来ないかp叉極く微量に出現するのみであるが，漸次そ （図25).

の増殖の度を増しp 腺小葉が増殖し肺胞様像を示す段 次にj虫るEを伴う組織像の Pyronin好性についてはp

階においてはp 上皮細胞内あるいは管腔内に中等度又 その中心部は好性をみないが，壊死組J織像の周辺にお

は強度の Pyronin好性を示しp 更に管腔内に上皮の いて Pyronin好It巳EがJ曽加するのを認めることがあ

増殖を示す組織像においては，その上皮細胞内の諸所 りこの場合は比較的 Chromatinに日む場合が多い．

に Pyronin好性物質が頼粒状に現われp 禰漫院に存 他方：.＼Icthylgrccn好性度はp 各癒性組織像におい

在する Pyronin好性物質も極めて強度に陽性となる て細胞核については中等度でその他殆んど変動を認め

（図12)（図13)（図14）.併し何れのWIザl像においても ない．併し I》yn,ninの呈する赤色と Methyl-

乳管上皮細胞原形質の Pyronin好性度は肺胞様々化 εre enの5王する緑色の混合度から，その｝frthy ¥green 

をもっ上皮細胞のT'yronin好tu変より附低いように思 の量的変動守附認することは困難であると言うことが

われん．なお分娩後段乳中止を反従することによって 出オ、る．

惹起されたマストパチ一様変化の事11紗像と Iぶlradiol その他の組織に於ける Pyronin-}fothyI green好性

pellet 1.25mg埋没によって生ずるマストパチ一様変化 度の変動はリンパ節において梢特徴的に現われる．即

の組織像との聞の Pyronin←l¥Iethy!greenの好染性の ち正常乳腺におけるリンパ節は，殆んど Pyronin好

差異は認められなかった． 性を現わさずに：.＼Ic、 lh~＇ lgreen 好性のみが中等度陽性

d1 癌性変化を伴なう芋l腺：マストパチ一様変化の でP 乳管上皮細胞の好性度よりも勝っている．活動期

組織像が複雑であると同様にp マウス乳癌の事跡設学的 乳腺あるいはマストパチ一様変化を示す場合には，そ

分類も多種多様で，Dunnの様な分類もあるが，私は核 の度を増すに従って町ァronin好性度を増し，リンパ

酸染色における実験成績によって次の様に分類した． 球の周辺に玉県われるが，小業内乳管上皮細胞の好性度

その第lは腺様構造を残している癌唾についてである． を較べると透かに低い（図261.又リンパ節に癌性浸潤

これはマウス乳腺の痕性変化の中Jはも出現度の多いも が波及した場合にはp そのPyronin好性皮は増しP 禰

のであ円てp いわば分化度の高いものである（図15). 没性に時には頼粒状に好性物質を認めるが， Methyl-

この腺様構造を有する癌細胞の Pyronin好性度は全 green好性度は殆んど変動を認めない．

般的に中等度である（図16) （図17) （図56）.次に乳 また血管内皮細胞における Pyronin-Methy!green 

携様変化あるいは褒腫様変化を伴なう組織像も往々認 好性度は略々リンパ節と同一で，筋組織においては

められるが（図18) （図 19），これ等は何~l－も腺様構造 Pyronin-l¥Iclhylgreenの好悦「t:主認られない．
を有する組織像の一部にi昆在する~）のが多く F 夫等の また以上の核酸染色においては dd系 7 ウス及ぴ

Pyronin 好性度l 士品1'~P；官寺造を有する組織と大差な＜， ~λ】系マウスの両者間の好染問ミlこは差異壱日，2Yl な治為つ

中等i1f陽性である.;1:1こti'

が圧拶ドされた様な組織像を示す癌性変化における（図 2.多糖類

20) Pyronin好性皮H，腺様組織における前述と同 H・E t主色による正常乳腺，活動期乳腺p マストパチ

様の好性皮を示しp そしてその大部分を占める結綿織 一様変化を伴なう乳II広，癌性変化を伴う乳腺の各組織

細胞においては弱度あるいは中等度に好性を示した． 像は夫々核酸染色の検索成績の冒頭に略述してあるの

更に腺際問造を iJ(t,、いわばその最も未分化の状態を示 で省略す乙．
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尚Mac-Manusの PAS染色の対照として各々に水

処理を行ったものを作成した．

a) 1E.常事L~泉：乳管上皮細胞内には弱度から中等度

にPAS陽性物質を認めp その陽性度は禰漫性に現わ

れるときは弱度に，線状に細胞の基底部あるいは先端

に現われるときは中等度にp 時にはまた微相願粒状に

あるいは梢大きい頼粒状に陽性物質を認めることが稀

にはある．併し何れも中等度陽性かそれ以下である

（図27）（図28>.

次にE常乳腺において，同程度の陽性物質を認める

のは血管内皮細胞で，特に小血管あるいは血管の直角

に近い断面を思わす内皮細胞においては，特に陽性物

質の出現は強度で細胞先端から周辺にかけて線状に認

めることが出来るが（図29), 通常その基底部及び管

腔面に梢強度に陽性頼粒の出現を認めることが出来

た．

筋組織においては均等に中等度あるいは ヰ・以下に

PAS陽性物質を禰漫性に認めることが出来る．間質に

おけるPAS陽性度は弱度かあるいはそれ以下である．

またリ ンパ節における PAS好計l'Ut血管に最も強

し次で被模及び髄索に現iつれp リ〆パ球の辺ht；をみ

る時は網僚の陽性物質を認めるお，作iJtしも中等度以下

でリンパ球の好染性は殆んど認めることが出来ない．

b）活動期手L腺：活動期乳腺の PAS陽性物質の変

動の特色は，その小業内乳管あるいは乳管隆内の分泌、

貯摺物質においてみられる（図30）.即ち妊娠早期にお

いては陽性物質を認めることが出来なし、メ，妊娠が漸

次進むにつれて陽性物質の量的噌加及び好染性の地加

を認めることが出来，特に妊娠末期から授乳期にかけ

て拡張した小業内乳管腔内の多量の分泌lザ溜物吋；土p

中等度に陽性を示し上皮細胞内に連続的に将行し明｜政

な境界を示さなくなる（図31)（図32）.叉小業内乳管

上皮細胞の PAS陽性度についてはp 妊娠中期から末

期にかけ中等度でその陽性度の著明な増加は認めにく

しまた授乳期における所見は上述の様である．この

妊娠各段階を通じてp 正常乳腺においてみられた比較

的大きい願粒状の陽性物質は認めることが出来なかっ

た．

また血管内皮細胞の PAS陽性度の変化は認められ

ず．筋組織において正常乳腺の場合と異り筋線維の周

辺部一端に片寄って PAS陽性物質，－；；，微細頼粒状に

出現する． 併しその好性度は分泌貯i留物質に較べて逢

かに低い．またリンパ節の PAS好性度についてはそ

の変動が認められない．

退縮期初期に腺腔内に貯溜する分泌物は中等度陽性

を示し，腺上皮細胞内に移行するの，退縮の進行に伴

って腺腔内の陽性物質は次第に消挺して行く．

c) マストパチー様変化を伴なう手L腺：乳管の鉱大

及び少数の腺小葉形成を伴なう初期マストパチ一様変

化のPAS好性皮はp正常乳腺の好性皮に略々同様でp

乳管上皮細胞のPAS陽性物質は， 中等度であって禰漫

性あるいは矧粉状に現われる．併し正常乳腺に較べる

とその頼粒の大き3及び染色度が増加している（図33)
（図34)（図35)（図57).

その他のものでは差異を認めにくいがp 腺小業増殖

が進み高度のマストパチ一様変化を呈する組織像にお

いてはp その腺腔内分泌貯溜物は妊娠期と同様に増加

して中等度あるいは夫以上の陽性を示し，無構造様あ

るいは稀に網様構造であるが，乳管上皮細胞との境界

は比較的明瞭でありp 腺小業増殖j！極めて高度で分泌

貯溜物質が額めて多量腺E室内に充満しているもので

は，上皮細胞内のPASFi,Wi：物質が漉漫性に分泌物へ移

行する像を去してP 明瞭な境界を認めがたいものが諮

所に児られる （図36)（図37)（関58）.また著明なマス

トパチ一様変化を示す乳管上皮細胞内にはp 軽度の増

殖像を示す乳管上皮細胞内にみられた様な，好性度の

高い大きい廟粒の出現は認められない．また乳管上皮

細胞の PAS陽性度は， 中等度あるいはそれ以下で，

管腔面から禰漫性に陽性物質が上皮締胞内に移行して

いないものでは陽性皮は弱い．

更にこの時期における筋組織の陽性度は妊娠後期に

記載した隙に，筋線維の周辺一端に片寄って認められ

るか，あるいは殆んど認められない程低下している．

血管内皮細胞においても同様その陽性度の低下を認め

るが， リンパ節においては著変を認めない．

PAS陽性物rtにおいても Estradiolpellet 1.25mg 

埋没により出来たマストパチ一様変化の乳腺とp 分娩

後授乳中止によって生じたマストパチ一様変化の乳腺

との聞には差異は認められなかった．

dl癌性変化を伴う手L腺：前述の慌にマウス乳腺の

癌性変化には未分化な腺様構造を残さない単純癒様の

ものpあるいは成熟度の高い腺様構造を示すもの，スそ

の腺様構造に混在して婆臆を形成するもの，叉乳境線

に増殖するもの，更には繊維腫様に結締織の増殖した

もの等j；あるコ；＇それ等の細胞内核周辺 lこPAS陽性物

質は殆んど認められないか微弱な程度に認められるの

みである．これ等の癌性諸組織中に，中等度かあるい

はそれ以下に PAS陽性物質の出現するのは，腺腔内貯
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溜分泌物又は褒腫内貯溜分~物p 間賞組織等であり，

時には虚痩被膜にも陽性物質を認めることがあるがp

その中では間質組織の陽性度が梢高い．叉孫に細胞膜

が微弱な好染性を示すのを認めた（図38）（図39〕．その

他血管内被細胞あるいはリンパ節等にも殆んど PAS

陽性物質を認めることは出来ない．

以上多糖類の PAS染色においても dd系マウスと

NA2系マウスとの悶の検索成績に差異を認めることは

出来なかった．

3 類脂質

a）正常事L腺：乳管上皮細胞内の Sudan頼粒は殆

んどみられないかp 極めて少量に出現するのみであ

る．之に反して間質には極めて豊富な脂肪組織を認

九一見 Sudan頼粒のみで他の組織を判別し得ない

までも出現する（図40）.これは勿論凍結切片のj享さに

もよるものであろろ．

b）活野期事L腺：その初期においては腺E室内Sudan

頼粒は極めて少量でp 大きさも中等度以下で小照粒が

大部分を占めるが， 腺上皮細胞内の Sudan頼粒はそ

の量は少なし分布個所は上皮先端部に梢多く，先端

側頼粒は~底側頼粒に較べ橋大きい様に思われる ：；； ，

小業間間質と比較すると量的に逢かに少ない．一般に

妊娠末期になって小業内乳管が肺胞様像を呈する禄に

なると，乳管上皮細胞内及び夫々の管腔内にSudan願

粒オh著明に増量する（lgf41)（図42）（図59〕.RPち乳管
座内に大小様 な々 Sudan穎粒が充満し，夫々の上皮

細胞内にも中等度の大きさを有するものと3 小頼粒状

のものとが混在しているのを認めることが出来る．授

乳期においても略々同燥な所見を呈し，檎上皮細胞先

端にSudan頼粒の出現が著明なものの様である．退縮

期には徐々に上皮細胞内及び管腔内の Sudan!llfi粒の

減量がみられP 間質組紛の Sudan好 i{i,,性が増強す

る（図43)（図44I, 

Cl マストパチ一様変化を伴なう事L腺初期マスト

パチ一様変化を伴なう組織像においては，乳管上皮細

胞内及び小業内手l管上皮細胞内における Sudan頼粒

は極めて少量で小野i粒のものが多しまた管’~内にも

Sudan願粒は極く少量にしか認めることが出来ずp 妊

娠初期の組織像と箸変を認めない．

マストパチ一様変化の過程が進むにつれて，小県内

乳管上皮細胞内及び大，中乳管上皮細胞内，更には管

腔内に Sudan頼粒の増加をみるがp 妊娠雫期に較べ

て猶加の度が梢低し中等度かff'）強い程度で大小様々

な大きさでp 円形のものあるいは小矧粒状のものが出

現して，その上皮細胞先端部に梢多染する傾向が認め

られる（図45)（図46).

d）癌性変化を伴なう芋l腺． 癌性変化を伴なう様々

な組織像の細胞内に，殆んど Sudan頼粒を認めるこ

とは出様ない．間質結締締或は腫嬉周辺の結締鯵に

Sudan頼粒を認めるが，多くは小頼粒状でその量も多

くはなく，稀には中等度の大きさの頼粒の出現するこ

とがある（図47)（図48).

細胞内あるいは腺隆内にも時に小頼粒及び中等度大

の頼粒の出現を認めるが，何れも上皮細胞について特

異の所見を認めることは出来ない．

4 アルカリ・フオスファターゼ

a）正常手L腺 ：aトphに依る正常乳腺の活性度はp

一般に微弱なものである．即ち乳管上皮細胞核p 筋組

織あるいは血管内被細胞核3 血球またはリンパ球等に

おいて微弱陽性に現われるのみでP 上皮細胞原形質内

にその活性をみることは出来ない（図49).

b）活動期乳腺 ：妊娠及び授乳期を通じての al-ph

の活性度は，小業内乳管上皮細胞及び乳管上皮細胞に

ついて殆んど不変，弱陽性に経過するのみであり，そ

の他間賞細胞，血管内被細胞， リンパ節等についても

同様である．併し妊娠過程の進行につれて，その管隆

貯溜物質に中等度の活性を生じ妊娠末期から授乳期に

かけて最高となり p その時期においては腺小業及び乳

管上皮細胞先端部において al-phの活性を中等度に認

めることが出来る（図51) ( I吋5~ ） .

Cl マストパチ一様変化を伴なう享LH泉：マストパチ

一様各変化においても上皮細胞核の活性度は略々中等

度で，組織の変動による活性度の変化を認めることは

出来ない．併しマストパチ一様変化が高度となり分泌

貯溜物質の出現を認める場合にp その分泌物は中等度

あるいはそれ以上に活性を示し，腺小業及び乳管上皮

細胞先端部に中等度の活性を認めるが，夫等の所見は

妊娠末期及び授乳期の活性度の所見と略々一致してい

る（図52)（図53）〔図60). また血管内被細胞及び筋

組織にも弱度に活性を認める．

d）癌性変化を伴なう享L腺：癌細胞核の aトph活性

度は略々中等度で絞周辺の al-ph許可n:t殆んど認める
ことは出来ない（図54)（図55).

一般に腺様構造を残している癌組織においてより

もp 腺様構造を無くしている癌組織即ち単純癌様構造

を示しp更にその癌細胞が脅・；（ミ集っている組織にaトph

の活性度が梢高まっている．叉血管内被細胞の aトph

活性度は中等度である．
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考按

1 稜酸

妊娠期乳腺における核酸の組織化学的研究発表は多

くあるが，白鼠について清水は DNAは漸次増加しP

授乳期には不変，離乳期に急激に減少しp RNAは泌

乳開始と共にその量を憎い 15～20日頃最高となりp

離乳期には激減するといっている．鵜上はRNA,DNA 

共に増加して DNAは15日頃最高となり RNAは授乳

5日頃最高となるがpDNAは授乳期においては透かに

低量で以後一定の経過をたどると報告しp 定量的には

Tuner等がやはり白鼠についてpRNA I土妊娠初期よ

り次第に増加しp 授乳期に更に増加を続け21～：；2日頃

に最高となり離乳後急激にp 減少し一方 D~A は妊娠

早期に増量し授乳期には軽度の増加を示すのみである

と述べている．また西村はp 漸次 RNAを増加し授乳

期には最高で機能的に極期にあることを示すと論じて

いる．更に谷口はマストパチ一様変化を伴う婦人乳腺

及び乳癌について，増殖性変化につれて胞体内に凋脳

性に染ま り未分化な単純癌細胞において特に核の周辺

に濃染すると記載している．

ところ，：；；， 私の検索成績によれlふ妊娠期における

RNAの変動は諸家の所見と全く一致しているがDNA

については妊娠早期に軽度の増加をみる．離乳期に至

るまで略々変動をみとめることが出来なかった．

またマス トパチー様変化を伴なう乳腺においてもそ

の増殖の度を婚すに従いRNAも増加し，乳癌細胞にお

いて更に高度に出現するが，末分化な単純癌様の組織

においてよりもp 腺様構造を有するものあるいは乳境

様変化又は褒鹿様変化を伴なう組織の方が RNAの出

現量が梢低下しているP併しRNAの出現を決定ずける

要因としては 1)細胞核の大小不同及び不整形の著明

な組織像 2）ー定面積内における癌細胞数によると言

う事は出来るのである．前者は末分化の度を表わし3

これは青木，杉本，谷口等の所見に一致している．後

者は自明の事と考えられる．

また妊娠期乳腺とマストパチ一様変化を伴なう乳腺

の組織像において妊娠の早期，中期，授乳期の R)JAの

陽性皮とマストパチ一様変化の軽度，中等度p 高度な

もののRNA陽性皮を比較しても量的に著変は認めら

れない．

また分娩後5日目の授乳中止と分離によって生じた

マストパチ一様変化と Estradiolpellet 1.25時埋没に

よって生じたマストパチ一様変化を伴なう乳腺の両者

を比較検討しでも，その上皮細胞内のRNA陽性皮には

量的に著変を認めず，従ってマストパチー様変化の起

因による組織化学的差異は認められない与言い得るの

である．

2 多糖類

PAS陽性物質に就いてはその検索対象日水処理を

行ったのみで mucoprotein, neutral-mucopolysac-

caride, g!ycoprotein, lipoproteinの何れが主体とな

るか不明であるが，活動期における PAS陽性物質は

西村の記載した妊娠末期から授乳期にかけて腺小業上

皮細胞内の陽性物質の増量がかなり明らかで，退縮期

から減少するとの所見に一致する．併し私の検索成績

によれば正常乳腺組織内に存在する比較的大きい頼粒

状の陽性物質；）＞，妊娠の進行につれて次第に細頼粒と

なりp 遂には無構造様に湖慢性に連続的に移行してい

る． これは Folleyが乳腺機能を腺小葉上皮細胞内に

おける乳汁合成とその乳汁の腺佐内への移行とに大別

していることとよ くー致している．

また活動期乳勝、においてP その比較的大きい頼粒状

の陽性物質がp妊娠の進行につれて減少するが，マス ト

パチ一様変化を伴なう組織像においてはその増殖の過

程に永い間存在している．ところがこれに反して癌組

織においては殆んどPAS向性物質を認めることは出来

なかった．このことは青木の記載している所見に反し

ているが，乳腺の特に乳痕におけるPAS陽性物質の研

究は今後に多大の問題を残しているものといえよう．

3 類脂質

脂質に関しては DempsyがSudanBlackにより

れ帳13日目の白鼠には Sudan頼粒を認めずと記し，

黒木は妊娠1-1～16日のマウ スに Sudan頼粒の融合傾

向を認めるとして諸家の説は一致しないが，妊娠末期

において大脂質願粒が発生しp あるL、：－土細胞質を変形

して更に腺E室内に膨出するとの点でP 妊娠過程におけ
る Sudan頼粒の量的変動については同一所見を得る

ことが出来た．

他方マストパチ一様変化を伴なう乳腺の腺小葉上皮

細胞においてもSudan頼粒の出現を認めたがp これは

谷口の婦人乳腺に関する所見に反して桑原の乳腺にお

ける脂肪代謝について記述している 『慢性乳腺症にお

いて脂肪代謝の顕著なものは癌化の傾向が強いかある

いは癌の存在を疑う必要がある』との所見に合致する

ものと考えられる．これはまた婦人乳腺と比較的乳癌

発生率の高い7ウス殊にdd系NA2系マウス乳腺との

組織化学的差異も考えなければならない事であろう．

4 アルカリ・フォスファターゼ

清水はi=1£1U'LIJ＼よいおいて活性音f,位は乳腺細胞核，乳
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腺鴻胞外側に強く現れP E皮細胞質には弱く現われp

而も正常期p 妊娠期の各期に時期的な差異は認められ

ないと記しp また Dempsyによればp 白鼠の発情期

において上皮細胞は中等度の活性を示し，妊娠13日で

腺小業上皮細胞の活性は不変であるノト，血管内被細胞

は著明な活性を示し，授乳期には更に増強すると述べ

ているが，これは Sil刊 rの家兎，白鼠，羊における

所見に反している．叉 Husehyによれば腺上皮細胞

の活性度は弱いかあるいは全く認められないと記して

し、る．

私は Gomori氏法により，妊娠期乳腺の活性度を検

索した山その経過の進行につれて腺腔内貯溜物質の

活性度が増強することを認め，また腺小葉上皮細胞周

辺における活性度の増加すること~）認めるが，上皮細

胞原形質内の活性度の増加を確認することは出来なか

った．なおマストパチ一様変化を伴なう乳腺上皮細胞

において腺！怪内貯溜物質の活性皮は妊娠期乳腺の活性

度と差異を認められずF 上皮細胞の活性度はF借地強す

ると思われるが確認できるまでに到らなかった.al目ph

に関してP マストパチ←様変化を伴なう乳腺及ぴ癌性

乳腺における活性度の研究はいままでのところ少なく

て今後の研究に倹つべき i，のが多い．

総 括

私はdd系及びNA2系マウス乳腺に就いて正常乳腺，

活動期乳腺p マストパチ一様変化を伴なう乳腺p 癌性

変化を伴なう乳腺の細胞内変化を核酸を中心として組

織化学的方法によって検索し次の結果をえた．

I) 核酸は妊娠期乳腺及ぴマストパチー様変化を伴

なう乳腺においてP その過程の進行と共に！｛NAは増

加し末分化な癌細胞において最も強く現われる反面p

D,¥'Aはその初期に軽度の増加をみるが一般的に云え

If不変である．

2) PAS陽性物質は妊娠期乳腺及びマストパチ一

様変化を伴なう乳腺においてその経過と共に増加す

る．これは核酸と同様であるル乳癌組織中には認め

にくい．また妊娠期に比較してマストパチ一様変化を

伴なう場合は梢大きい頼粒状陽性物質ぶ多い．なお妊

娠末期から授乳期にかけ，あるいは高度なマストパチ

一様変化においては腺腔内分泌貯溜物質より腺小業上

皮細胞内へ禰慢性に移行しているのが認められる．

3) 類脂質の量的変動はp 妊娠期乳腺及びマストパ

チ一線変化を伴なう礼服において共に認められた．一

方癌細胞においては殆んど類脂質を認めることが出来

なかった．

4) al-phの活性は上皮細胞内に殆んど認められず，

町仮，マストパチ一様変化において梢活性度が高まる

程度でp 之に反して分泌貯溜物質には活性度の昂進を

認めた．

5) 町仮期乳腺とマストベチ一様変化を伴なう乳腺

の組織化学的検索による量的な変動は略々両者一致し

た所見を呈した．

6) 分娩後授乳中止5日目分離により生じたマスト

パチ一様変化の組織化学的所見と， Estradiolpellet 

1.25皿g埋没によって生じたマストパチ一様変化。：組織

化学的所見との聞には差異を認められなかった．換言

るすればp 起因子による組織化学所見の差異は認めら

れなかった．

7) dd系マウスと NA2系マウスの組織化学的所見

に差異は認められなかった．

終始御教示を得た上曽田強三講師に謝意を表する．
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図1 H・E染色 x100標本番号 19dd系♀生後
128日，正常乳腺：脂肪組織中に乳管，乳腺が

散在する．

図3 H・E染色 x100標本番号 122dd系♀生後

299孔妊娠期乳腺：比較的均等大に乳腺が発育

している．

図5 H・E染色 x100標本番号 136NA2系早生後
306日，出産2回退縮期乳腺：円形細胞浸1闘を認
め略々退縮過程を完了している．

， 

，，， 

』b

~ 

－’ 

図2 P・M染色 x400標本番号 103.dd系♀生後

201孔正常乳腺：核はM.Gに梢染るも原形質内
にPを認めない．

図4 H・E染色×100標本醤号 115 NA2系♀生後
306日，授乳期乳腺：乳腺の形の不平等及び一部

弛緩を思わせる像もみられ，分泌物に空胞滴様

のものが多数出現．

,, 

図6 P・M染色 x100標本番号 123dd系♀生後
300日，出産2回妊娠初期乳腺：上皮細胞核はM

・Gに染り原形質内及び腺管E室内に Pに薄く 染
る．

戸谷附図
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図7 前同 x400：比較的均等に発育した腺上皮細胞

及び腺腔内にPの中等度好性を認める．

図9 前向 x400：不整形な乳腺上皮細胞原形質及び

腺隆内にP好性物質を多量認める．

図11 H・E染色 x100標本番号 221dd系早生後
339日pマストパチ一様変化を伴なう乳腺：腺上

皮の著明な増殖を認める．

図8 P・l¥I染色 x100標本番号 115 I¥o. 6に同じ授

乳期乳腺：形態的にも大きさも不平等で一部に

弛緩像を認めPに淡泊している．

図10 p・l¥1染色× 100標本番号 136I¥仏 5に同じ退
縮期乳腺：円形細胞に M·G に中等度に ＇1~ るが
その周辺にPを殆んど認めることは出来ない．

図12 P・M染色×100前同 M・G好ι山土中等度であ
るが上皮細胞の増殖度に一致してP好性を示
しP 腺管腔内にも中等度に出現している．

f戸谷附図）
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図18 H・E染色 x100標本番号 51NA2系♀生後
406日P乳燐状の像を呈する癌組織像もある．

（戸谷附図）
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I..;_ 
ぞ渇.＿

図19

図21 H・E染色× 100標本呑号 80NA2糸早生後
200日，出産0I腺構造を全く失った所謂単純癌

様構造を示している．

区23 P・M染色×100標本番号 62NA2系♀生後 図24

422日p 出産2回F腺様構造を示す癌組織の左方

面から右方面において MG・P共に強度の好染
性を示している．

戸谷附図
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図25 前向 X400 : :-¥o. 23右方面拡大，細胞の大きさ

も不平等でp 核の異形大小不同もみられ一部に

は崩壊を示している．この場合Nn.24より Pの
好染性大である．

_.A 
亡、
． 
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寸
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7"° • 轟a・・E a・・・・ft¥ 被r、哩..＿，ぺ、L が
図28 前向 x400：腺上皮細胞の腺座面に於て中等度

にPAS楊性物質が存在する．

図27
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泊霊廟凪唱にm .；＂ ~ ・
図29 PAS染色 x400標本番号 99dd系♀生後

285札出産O，血管：血管腔に面して放線状に

強度にPAS陽性物質を認める．

¥ ＊司 1

図SO PAS染色 ×400標本番号 142dd系♀生後

2998，出産3回P妊娠初期：腺上皮細胞内及び

腺腔中に一部強度に PAS陽性物質を認めるも

多くは中等度に繍慢性である．

戸谷附図
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， 

図31 PAS染色 x100標本番号 115'.':r》 6,＇.＇：り.8に同

じ授乳期乳腺：腺上皮及び腺管内に強度のPAS

陽性物質を認める．

a
a「‘
‘’y
 －

w
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図33 PAS染色×400標本番号 221dd系♀生後

298日，出産3回，マストパチー様初期変化：軽

度の増殖をみた上皮細胞内に中等度陽性に頼粒

状物質を認める．

図32 PAS染色 x400前向：強度な頼粒状陽性物i:1
は認められないが腺E室内の陽性物買ポ調慢性に
腺上皮細胞に移行している．

図34 PAS染色×100標本番号 101dd系♀生後

285日，出産4回Pマストパチ一様変化：中等度

に増殖している腺上皮細胞内に極めて強度に陽

性物質が出現している．

図35 前向×400：腺上皮細胞内に細願粒状から一部

塊りと言い得る程大きし、TJr1b'it~に迄陽性物質が
出現している．

図36 PAS染色×100標本番号 186<l<l系♀生後

268日p estra<liol pellet l.25mg 3回埋没，マ

ストパチ一様変化 ：増殖した腺p 上皮細胞及び

腺腔に PAS内陽性物質を強度に認めるが澗慢

性である．
（戸谷附図）
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.. ，ム
図37 前向×400：腺腔より腺上皮細胞に禰慢性に移

行している PAS陽性物質を認めP 上皮細胞の

腺腔面に精強く出現している．

図39 PAS染色 x100標本番号 62No. 23, No. 24, 

No. 25に同じ腺様構造を残す癌：前同

図41 Sudan llI染色 x100標本番号352dd系♀生後

85日p出産O，妊娠期乳腺：腺隆を充満している

Sudan頼粒或は小さい頼粒等大小様々な脂肪滴

を認める．

図38 PAS染色 x100標本番号 84dd系平生後

4928，出産4回P腺様構造を残す癌：癌細胞に

はPAS陽性物質は認められずp 腺腔貯溜分泌

物に強度に，被膜には中等度或は夫れ以下に認

められるのみである．

宅ぷ二 一一 五島H ・e
図42 前同 x400：大小様々な脂肪滴で充満されてそ

の上皮先端に梢強度に Sudan願粒を取ってい

るのを認める．

（戸谷附図）
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図43 Sudan＼［染色x100標本番号371N A2系早生後
124日p出産l回P退縮期乳腺：不整形な腺腔内

の脂肪滴はその数・量共に減少している． 

．
 
，b弘；．．
 ，A
VV
 

図44 前同 x400：腺腔内の脂肪滴は2～3個にのみ

減少し上皮細胞内のSudan頼粒も量的に減少し
ている．

図45 Sudanfil染色×400標本番号384dd系早生後

235日， estradiolpellet 1.25皿g3回埋没，マス

トパチー様変化：腺腔に大きな頼粒がありp 上

皮細胞内には小さい穎粒を多数認める．

;St, 

'_Lι 畑区一

図46 Sudan旧染色 x400標本番号385dd系♀生後

235日， estradiolpellet 1.25皿g3回埋没，マス

トパチ一様変化：前同．

図47 Sudanm染色×100標本番号 57dd系♀生後

327日p出産5回，腺僚癌：全視野に Sudan頼

位を殆んど認めることが出来ない．

図48 Sudanm ·4~色 x 100標本番号 57dd系♀生後
325日p出産2回P腺様構造を残す癌：腺線組織

を残している癌組織中には Sudan頼粒は認め

られず間質に小量出現している．

戸谷附図
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60 

55. P l¥T染色 x400 標本番号 154 clcl早生後307日出産2回
妊娠期乳腺：腺小業上皮細胞及び腺膝内に中等度陽性の Pyを認める

56. p :¥I染色 X4QQ 標本番号 52 ¥o.17に同じ

57. PAS染色 x400 標本番号 101 .¥o.3←i tこ同じ

58. PAS染色 x 400 標本番号 186 N山37に同じ

59. Sue.Ian 皿 ；4~色 x100 標本啓号 3.52 ¥o.41に同じ
60. aトph染色 x 400 標本苦手号 395 ¥o.53に同じ
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図49 Al-Ph染色 x400標本番号 108NA2系合生

後184日p 正常乳腺：極く微弱度に上皮細胞核

に活性を認め得るだけである．

図51 前同 x400：分泌貯溜物質及び細胞核に活性を

認めるが上皮細胞原形質の活性は認められな
し、

図53 前向 X400：上皮細胞原形質の活性度は微弱陽

性である．

図50 Al-Ph染色×100標本番号 122dd系♀生後

299日p出産1回，妊娠期乳腺：腺上皮細胞核及

び分泌貯溜物質に中等度活性を認める．

' ・，’一ー

図52 Al-Ph染色 x100標本番号 395dd系♀生後
185日p estradiol pellet 1.25皿g2回埋没p マス

トパチ一様変化：分泌貯溜物質及び核に梢強度

に活性を認める．

匿54

（戸谷附図）
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